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1. 2025年5月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年6月1日～2024年11月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年5月期中間期 45,777 △0.3 2,953 44.7 2,646 33.8 1,927 44.7

2024年5月期中間期 45,924 19.2 2,041 24.2 1,977 5.0 1,331 △1.0

（注）包括利益 2025年5月期中間期 1,393百万円 （△39.5％） 2024年5月期中間期 2,303百万円 （17.4％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2025年5月期中間期 63.21 ―

2024年5月期中間期 43.68 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年5月期中間期 76,926 31,561 40.3

2024年5月期 74,930 30,479 39.9

（参考）自己資本 2025年5月期中間期 30,993百万円 2024年5月期 29,911百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年5月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

2025年5月期 ― 10.00

2025年5月期（予想） ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 5月期の連結業績予想（2024年 6月 1日～2025年 5月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 95,000 1.3 4,800 16.2 4,400 12.0 2,900 11.0 95.13

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年5月期中間期 30,688,569 株 2024年5月期 30,688,569 株

② 期末自己株式数 2025年5月期中間期 204,786 株 2024年5月期 204,786 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年5月期中間期 30,483,783 株 2024年5月期中間期 30,483,783 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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部門別

当中間連結会計期間

（自 2024年６月１日

  至 2024年11月30日）

売上高（百万円） 前年同期比(％)

成形品 情報・通信機器 3,314      9.2

車両  32,162    △2.8

家電その他 3,215      8.3

成形品計  38,692    △1.0

金型 7,085    3.5

合計  45,777      △0.3

１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、コロナ禍からの経済活動の正常化が進み、企業収益の改善や雇用

環境の改善等により緩やかな景気回復基調にある一方で、不安定な国際情勢、原材料価格やエネルギー価格の高

騰、長期金利の上昇、諸物価の上昇や為替相場の急激な変動など、依然として先行き不透明な状況が続いており

ます。

この様な状況のもと、当社グループでは前連結会計年度に引き続き、付加価値の高い製品の受注と生産体制の

整備を強化し、原価低減活動を積極的に進めてまいりました。

これらの結果、売上高は45,777百万円（前年同期比0.3%減）、利益面におきましては、営業利益は2,953百万円

（前年同期比44.7%増）、経常利益は2,646百万円（前年同期比33.8%増）、親会社株主に帰属する中間純利益は

1,927百万円（前年同期比44.7%増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 日本

車両用内外装部品及び金型の増収により、売上高は14,874百万円（前年同期比3.9%増）、セグメント利益は

2,124百万円（前年同期比10.1%増）となりました。

② 欧州

金型は増収となりましたが、車両用内外装部品の減収により、売上高は6,018百万円（前年同期比4.6%減）、セ

グメント利益は198百万円（前年同期はセグメント損失120百万円）となりました。

③ アジア

情報・通信機器及び家電その他は増収となりましたが、車両用内外装部品及び金型の減収により、売上高は

15,263百万円（前年同期比11.7%減）、セグメント利益は439百万円（前年同期比2.5%増）となりました。

④ 北米

車両用内外装部品及び金型は増収となり、売上高は9,622百万円（前年同期比20.1%増）、セグメント利益は513

百万円（前年同期比142.7%増）となりました。

なお、部門別の売上の状況は、次のとおりであります。

（２）財政状態に関する説明

①財政状態の変動状況

当中間連結会計期間末の資産合計は、76,926百万円（前連結会計年度末比1,996百万円増）となりました。これ

は、現金及び預金が898百万円及び有形固定資産が762百万円増加したこと等によるものであります。

当中間連結会計期間末の負債合計は、45,365百万円（前連結会計年度末比914百万円増）となりました。これ

は、支払手形及び買掛金が915百万円、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が1,015百万円増加し

たこと等によるものであります。

当中間連結会計期間末の純資産合計は、31,561百万円（前連結会計年度末比1,082百万円増）となりました。こ

れは、利益剰余金が1,622百万円増加し、為替換算調整勘定が531百万円減少したこと等によるものであります。
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②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は10,857百万円となり、前連結

会計年度末より898百万円増加しました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は3,709百万円（前年同期比108.1%増）となりました。これは主に税金等調整前中

間純利益2,588百万円、減価償却費2,076百万円、売上債権の増加1,195百万円、仕入債務の増加1,346百万円によ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は2,527百万円（前年同期比19.9%増）となりました。これは主に有形固定資産の

取得による支出2,490百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は173百万円（前年同期比1.7%減）となりました。これは主に長期借入金の借入れ

による収入2,500百万円及び長期借入金の返済による支出1,325百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、2024年７月11日に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、一部の連結子会社において、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）1

中間連結

損益計算書

（注）2日本 欧州 アジア 北米 計

売上高

外部顧客への売上高 14,319 6,306 17,287 8,010 45,924 － 45,924

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,942 － 191 0 2,135 △2,135 －

計 16,262 6,306 17,479 8,011 48,059 △2,135 45,924

セグメント利益又は損失（△） 1,930 △120 429 211 2,450 △409 2,041

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間（自 2023年６月１日 至 2023年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去△10百万円及び各報告セグメントに配分して

いない全社費用△399百万円であります。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）1

中間連結

損益計算書

（注）2日本 欧州 アジア 北米 計

売上高

外部顧客への売上高 14,874 6,018 15,263 9,622 45,777 － 45,777

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,991 0 267 6 3,266 △3,266 －

計 17,865 6,018 15,530 9,629 49,044 △3,266 45,777

セグメント利益又は損失（△） 2,124 198 439 513 3,276 △322 2,953

Ⅱ 当中間連結会計期間（自 2024年６月１日 至 2024年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去22百万円及び各報告セグメントに配分して

いない全社費用△345百万円であります。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
計

日本 欧州 アジア 北米

成形品事業

情報・通信機器 1,982 － 1,053 － 3,035

車両 7,934 5,406 12,072 7,661 33,074

家電その他 768 297 1,843 60 2,969

成形品事業計 10,685 5,703 14,969 7,721 39,079

金型事業 3,634 602 2,317 289 6,844

顧客との契約から生じる収益 14,319 6,306 17,287 8,010 45,924

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 14,319 6,306 17,287 8,010 45,924

（単位：百万円）

報告セグメント
計

日本 欧州 アジア 北米

成形品事業

情報・通信機器 1,968 － 1,346 － 3,314

車両 8,077 4,614 11,064 8,405 32,162

家電その他 720 47 2,342 103 3,215

成形品事業計 10,767 4,662 14,753 8,509 38,692

金型事業 4,106 1,356 509 1,113 7,085

顧客との契約から生じる収益 14,874 6,018 15,263 9,622 45,777

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 14,874 6,018 15,263 9,622 45,777

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自 2023年６月１日 至 2023年11月30日）

当中間連結会計期間（自 2024年６月１日 至 2024年11月30日）
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